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3月6日（年によっては5日）は，啓蟄（けいちつ）といって，二十四節気（に

じゅうしせっき）のひとつです。

「啓」には「開く」という意味があり，「蟄」には，「冬ごもりのために虫が土の

下に隠れる」という意味があります。なので，「啓蟄」は，「土の中で冬ごもりを

していた虫たちが暖かさを感じて，土の中からはい出してくる」という意味にな

ります。 ＜月の異名と二十四節気＞
さて，私達が普段使っ

ている暦は，太陽暦（陽
た い よ う れ き

暦）といい，地球が太陽

のまわりをひとまわりす

る時間を約365日として

定めています。

これに対して，太陰暦
た い い ん れ き

（陰暦）は，月の満ち欠

けをもとにしていて，沖

縄では今でも，旧暦とし
きゆう れ き

てさまざまな行事を行っ

たりしています。また，

文学や古典（短歌や俳句

など）なども，陰暦で季

語を表しています。（立夏

は４月，立秋は７月などと表現して

います）

ところで，草野心平の詩「春のう
く さ の し ん ぺ い

た」には，冬眠から目覚めるカエル

の様子がうたわれています。詩の中

に，「ほっ いぬのふぐりがさいてい

る」との表現がありますが，イヌノフグリなら朝８～10時頃，オオイヌノフグリ

なら朝８～昼3時頃の，晴れた日のことであろうと予想されます。なぜなら，こ

れ以外の条件では，花を閉じてしまうからです。 （文責：玉村かおり）

「啓蟄」－虫たちが目覚め始める春－
け い ち つ
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